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長
谷
川
・
奥
野　

越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

敦
賀
市
樫
曲
に
現
存
す
る
「
奥
野
家
文
書
」
は
、
筆
者
（
奥
野
）
の
家
に
伝

来
し
た
文
書
群
で
あ
る（

１
）。

樫
曲
村
は
、
敦
賀
市
街
地
の
東
方
に
位
置
す
る
山
間

の
村
落
で
、
現
在
の
敦
賀
市
樫
曲
・
川
北
・
深
山
寺
一
帯
に
あ
た
る
。
そ
の
う

ち
の
樫
曲
に
古
く
か
ら
居
を
構
え
、「
五
郎
助
」
と
い
う
屋
号
を
有
す
る
奥
野

家
は
、
現
在
か
ら
約
三
百
年
近
く
前
に
屋
号
「
左
衛
門
五
郎
」
家
（
現
在
は
今

庄
在
住
）
か
ら
分
家
し
た
と
い
う
由
緒
を
も
つ
。
同
村
は
、
江
戸
時
代
に
は
耕

地
を
所
持
す
る
百
姓
が
交
代
で
庄
屋
を
担
当
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が（

２
）、

江
戸

後
期
に
奥
野
家
が
庄
屋
を
務
め
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
奥
野
家
伝

来
文
書
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

福
井
県
下
で
は
、『
福
井
県
史
』
編
纂
の
た
め
、
一
九
七
八
年
か
ら
古
文
書

の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
奥
野
家
文
書
」
は
、『
福

井
県
史（

３
）』

に
も
、
ま
た
そ
れ
以
前
に
発
行
さ
れ
て
い
る
『
敦
賀
市
史（

４
）』

や
『
敦

賀
郡
東
郷
村
誌（

５
）』

に
も
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
自
治
体
な
ど
に
よ
る
本
古

文
書
群
の
調
査
は
、現
在
ま
で
一
度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

奥
野
家
に
伝
来
す
る
古
文
書
群
の
概
要
を
紹
介
し
た
上
で
、
古
文
書
全
点
の
翻

刻
を
収
載
し
、
今
後
の
調
査
・
研
究
の
進
展
に
資
す
る
も
の
と
し
た
い
。

　
　
　

一　
「
奥
野
家
文
書
」
の
概
要

　

現
在
、
奥
野
家
に
は
全
部
で
二
十
七
点
の
古
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
。
す

べ
て
江
戸
時
代
後
期
の
文
書
で
、
明
和
一
年
（
一
七
六
四
）
か
ら
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
ま
で
の
年
号
が
確
認
で
き
る
。
内
容
と
し
て
は
、
奥
野
家
に
関
す

る
文
書
と
樫
曲
村
に
関
す
る
文
書
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
う
ち
、
奥
野
家
に
関
す
る
文
書
は
、
私
信
を
除
け
ば
、
大
部
分
は
売
券
・

借
用
状
類
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
奥
野
「
五
郎
助
」
に
充
て
ら
れ
た
土
地
売
券

【
史
料
紹
介
】
越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

長
谷
川　

裕　

子

奥　

野　

信　

一
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六
十
四
巻
一
号

や
金
子
借
用
状
等
を
み
て
み
る
と
（
文
書
番
号
①
③
④
⑥
⑨
⑭
⑯
㉒
、
以
下
文

書
番
号
に
つ
い
て
は
丸
数
字
の
み
を
示
す
）、
多
く
は
年
貢
米
上
納
の
た
め
の

金
策
や
、
当
座
の
資
金
繰
り
の
た
め
に
奥
野
家
と
契
約
し
た
も
の
で
、
売
主
・

借
用
主
と
な
っ
た
百
姓
の
居
住
地
は
、樫
曲
村
内
の
み
な
ら
ず
近
隣
深
山
寺
村
・

川
北
村
・
葉
原
村
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
奥
野
家
が
売
主
・
借
用
主
と
な
っ
て
い
る
土
地
売
却
や
金
子
借
用
関

係
文
書
を
み
て
み
る
と（
②
⑳
㉑
）、奥
野
家
が
契
約
す
る
相
手（
買
主・貸
主
）は
、

「
平
野
屋
」
や
「
御
影
堂
町
七
左
衛
門（

６
）」

等
、
都
市
の
商
人
と
み
ら
れ
る
者
に
限

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
土
地
売
却
の
契
約
は
、
い
ず
れ
も
小
作
人
が
存
在
す

る
耕
地
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
②
⑳
）。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、

村
の
有
力
層
や
地
域
の
土
豪
層
は
、
困
窮
す
る
百
姓
に
代
わ
っ
て
、
居
住
村
を

代
表
し
て
都
市
金
融
業
者
や
他
の
土
豪
層
か
ら
借
銭
・
借
米
を
行
う
役
割
を
担
っ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

７
）。

奥
野
家
の
場
合
も
、
信
用
の
面
に
お
い
て

都
市
金
融
業
者
か
ら
直
接
の
借
金
が
で
き
な
い
村
の
一
般
百
姓
に
代
わ
っ
て
土

地
を
担
保
に
借
用
し
、
そ
の
元
手
を
村
内
や
周
辺
地
域
に
お
い
て
困
窮
す
る
百

姓
に
対
す
る
「
融
通
」
と
し
て
投
下
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

８
）。

　
一
方
、
樫
曲
村
に
関
す
る
文
書
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
年
貢
免
定
で
あ
る
（
⑦

⑧
⑩
⑫
⑬
⑮
⑰
⑱
）。
樫
曲
村
の
年
貢
免
定
は
、
現
在
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）・

文
化
一
年
（
一
八
〇
四
）・
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）・
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
も

の
が
活
字
化
さ
れ
て
知
ら
れ
て
い
る
が（

９
）、

本
稿
で
翻
刻
し
た
免
定
は
、
そ
れ
よ
り

早
い
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
か
ら
寛
政
二
年
（
一
七
八
九
）
の
も
の
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
は
、奥
野
家
が
庄
屋
を
務
め
て
い
た
期
間
の
免
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
ど
れ
も
ほ
ぼ
同
一
で
、
免
定
か
ら
確
認
さ
れ
る
村
高
（
年

貢
賦
課
基
準
石
高
）
は
本
高
三
七
一
石
五
斗
二
升
五
合
、
そ
の
他
に
外
高
と
い

う
検
地
後
の
新
開
発
田
地
の
石
高
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、「
池
見

新
田
之
内
午
改
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
一
一
二
石
九
斗
八
升
五
合
は
、外
池
見
・

余
座
池
見
と
い
う
埋
積
谷
の
新
開
発
地
が
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
三
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
行
っ
た
検
地
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
外
高
で
あ
る（

（（
（

。
開
発
に

つ
い
て
は
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
以
降
進
め
ら
れ
、
元
禄
三
年
の
検
地
後

も
継
続
さ
れ
た
よ
う
で
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
免
定
に
は
、「
池
見
新
田

之
内
午
改
」
の
他
、外
高
と
し
て
「
縄
之
外
戌
改
田
」
と
し
て
二
石
七
斗
四
合
、

「
池
見
新
田
卯
改
」
と
し
て
二
五
石
四
斗
一
升
六
合
、「
巳
改
開
畑
」
と
し
て
一

石
五
斗
五
升
が
計
上
さ
れ
て
い
る
（
⑮
）。
こ
れ
ら
の
数
値
を
元
禄
三
年
の
検

地
帳
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、「
縄
之
外
戌
改
田
」
は
万
治
元
年
、「
池
見
新
田

卯
改
」
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
開
発
さ
れ
た
石
高
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、「
巳
改
開
畑
」
の
開
発
時
期
と
検
地
時
期
に
つ
い
て
の
詳
細

は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
外
高
の
数
値
は
、「
奥
野
家
文
書
」
の
免
定
に
は
天

明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
は
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
開
発
は
天
明
二
年
以
前
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

　

そ
の
他
、
樫
曲
村
関
係
文
書
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
樫
曲
村
願
書
が

あ
る
（
⑲
）。
江
戸
時
代
は
訴
訟
文
化
で
あ
り
、
百
姓
も
要
求
が
あ
れ
ば
願
書

を
作
成
し
領
主
に
提
出
し
て
い
た
。
樫
曲
村
は
小
浜
藩
領
で
あ
る
た
め
、
こ
の

願
書
も
小
浜
藩
の
代
官
に
充
て
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。具
体
的
に
は
、

樫
曲
村
の
枝
村
に
あ
た
る
川
北
村
の
百
姓
の
耕
地
に
、
四
・
五
年
前
の
河
川
の

氾
濫
に
よ
り
田
地
に
土
砂
が
流
入
し
、
し
か
も
そ
の
復
旧
も
で
き
ぬ
ま
ま
耕
作
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越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

者
が
病
死
し
て
し
ま
い
、
残
さ
れ
た
妻
と
幼
い
子
ど
も
で
は
自
力
で
土
砂
を
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
荒
廃
耕
地
の
復
旧
と
、
百
姓
の
家
の

存
続
の
た
め
に
五
両
の
拝
借
金
を
借
用
し
た
い
、
と
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　

高
持
百
姓
が
死
去
し
た
場
合
、
そ
の
百
姓
の
耕
地
を
相
続
し
耕
作
で
き
る
親

族
が
い
な
け
れ
ば
、
家
の
財
産
を
処
分
し
て
家
を
潰
す
、
と
い
う
措
置
も
江
戸

時
代
で
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
本
件
で
も
同
様
に
、
死
去
し
た
百
姓
の

耕
地
を
川
北
村
の
百
姓
が
引
き
受
け
て
耕
作
を
す
る
よ
う
に
、
と
村
中
に
相
談

し
た
が
、
す
で
に
土
砂
が
流
入
し
て
荒
廃
し
た
耕
地
を
引
き
受
け
た
い
百
姓
は

村
中
に
誰
も
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。「
黒く

ろ
く
わ鍬

之の

者も
の

」（
開
墾
な
ど
を
請
け
負
う

有
償
労
働
者
）
を
雇
う
に
も
お
金
が
か
か
る
た
め
、「
御
上
様
之
御
慈
悲
」
を

賜
り
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
書
か
ら
は
、「
御
百
姓
」
の
年
貢

上
納
の
た
め
、
耕
作
環
境
を
整
え
る
の
は
領
主
の
責
務
、
と
い
う
考
え
の
も
と

に
当
然
の
権
利
と
し
て
願
書
を
提
出
す
る
村
と
、
百
姓
の
上
納
物
に
よ
っ
て
生

活
し
つ
つ
、
領
国
内
に
「
仁
政
」
を
施
す
仁
君
と
し
て
、
そ
う
し
た
要
求
に
応

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
主
と
の
関
係
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　

二　
「
奥
野
家
文
書
」
の
翻
刻

　　
「
奥
野
家
文
書
」
の
翻
刻
は
、
年
代
順
に
並
び
替
え
、
無
年
号
文
書
に
つ
い

て
は
そ
の
後
に
続
け
て
丸
数
字
を
付
し
て
収
載
し
た
。
ま
た
、
翻
刻
の
際
に
は

基
本
的
に
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
解
読
で
き
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
■
と
表
記

し
た
。
ま
た
、
本
文
以
外
の
部
分
は
「　

」
を
附
し
て
記
載
し
、
そ
の
右
側
に

書
か
れ
た
場
所
等
を
示
す
表
記
を
（　

）
で
注
記
し
た
。

①
明
和
一
年
（
一
七
六
四
）
一
二
月
一
五
日　

川
北
村
二
郎
兵
衛
田
地
売
券

　
　
　

質
落
地
ニ
売
渡
申
田
地
之
事

一
、
上
田
壱
反
三
歩　
　
　
　

分
米
壱
石
四
斗
一
升
三
合

一
、
中
田
四
畝
廿
壱
歩　
　
　

分
米
六
斗
一
升
壱
合

　
　

分
米
〆
弐
石
二
升
四
合

　
　

代
金
合
九
両　
　
　
　
　

但
シ
文
字
金
也

右
之
田
地
ハ
、
当
申
ノ
御
年
貢
米
不
罷
成
候
ニ
付
、
貴
殿
再
三
御
頼
申
上
、
右

之
金
子
九
両
慥
ニ
受
取
、
御
納
所
相
立
申
処
実
正
明
白
也
、
則
来
ル
酉
ノ
年
よ

り
右
之
田
地
貴
殿
方
ニ
永
ク
御
支
配
可
被
成
候
、
則
右
之
田
地
者
、
元
文
年
中

ニ
其
村
清
左
衛
門
よ
り
買
置
、
高
分
仕
候
故
ハ
、
少
も
違
乱
無
御
座
候
、
若
以

来
如
何
様
之
義
出
来
仕
候
と
も
、
右
判
形
も
の
共
罷
出
埓
明
、
貴
殿
江
御
六
ヶ

敷
義
相
掛
申
間
敷
候
、
為
後
日
之
証
文
仍
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
り
主
川
北
村

　

明
和
元
甲
年　
　
　
　
　
　
　
　

二
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　

申
十
二
月
十
五
日　

同
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
右
衛
門
（
印
）

　

樫
曲　
　
　
　
　
　

親
村
庄
屋

　
　
　

五
郎
助
殿　
　
　
　
　

九
郎
兵
衛
（
印
）

②
安
永
四
年
（
一
七
七
六
）
三
月
九
日　

五
郎
助
田
地
売
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
端
裏
書
）

「
か
し
曲
五
郎
助
」

　
　
　
　

済
崩
ニ
売
渡
ス
田
地
之
事
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六
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有
坪
七
曲
壱
ヶ
所
大
町

一
、
外
高
七
斗

　
　
　

此
下
米
四
俵
三
斗

　
　
　
　
　

内　

三
斗
ハ　
　

御
年
貢
米

　
　
　
　
　
　
　

四
俵
ハ　
　

作
徳
米

　
　

代
金
拾
両　
　
　

但
し
文
字
小
判
也

右
之
金
子
者
、
当
未
ノ
御
年
貢
米
不
罷
成
、
迷
惑
仕
候
ニ
付
、
貴
殿
ヲ
御
頼
申

上
候
而
、
右
之
金
子
慥
ニ
請
取
御
上
納
ニ
相
立
申
所
実
正
ニ
御
座
候
、
則
来
ル

申
年
よ
り
壱
割
五
歩
之
加
利
息
ヲ
、
年
々
急
度
御
算
用
可
仕
候
、
若
シ
相
滞
候

ハ
ヽ
、
右
之
田
地
貴
殿
へ
引
取
、
御
支
配
可
被
成
候
、
其
時
一
言
之
子
細
申
間

敷
候
、
若
角
何
と
申
候
ハ
ヽ
、
加
判
者
共
罷
出
急
度
埓
明
、
貴
殿
へ
少
も
御
難

義
事
か
け
申
間
敷
、
猶
又
右
之
金
子
不
残
相
済
候
ハ
ヽ
、
田
地
証
文
共
ニ
御
戻

シ
可
被
成
候
、
為
後
日
之
田
地
済
崩
証
文
仍
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
主
か
し
曲

　

安
永
四
年　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
助
（
印
）

　
　

未
ノ
春
三
月
九
日　

作
人
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
五
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
太
夫
（
印
）

　
　
　
　

平
野
屋

　
　
　
　
　
　
　

左
右
衛
門
殿

③
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
一
二
月
二
八
日　

五
郎
兵
衛
山
地
売
券

　
　
　
　

永
代
売
渡
シ
申
山
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
ハ
藤
太
夫
山
境

一
、
山
壱
ヶ
所　

但
シ
八
升
五
合
に　

奥
ハ
九
郎
兵
衛
山
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
ハ
分
山
境
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
ハ
湯
境
也

　
　
　
　
　

同　
　
　

平
ハ
に
う
湯
也　

但
シ
三
方
ニ
境
石
有
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
人
組
合
也

　
　
　

代
金
九
両
弐
分
五
匁
弐
分　

山
手
三
分
四
厘

右
山
ハ
当
酉
御
年
貢
米
ニ
迷
惑
仕
候
ニ
付
、
貴
殿
へ
段
々
断
申
入
、
則
代
金
九

両
弐
分
五
匁
弐
分
永
代
売
渡
シ
申
処
実
正
也
、
然
上
ハ
貴
殿
持
山
ニ
而
相
違
御

無
座
候
、
縦
子
々
孫
々
相
伝
り
候
共
、
毛
頭
違
乱
申
間
敷
候
、
為
後
日
仍
而
嘉

判
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
り
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
兵
衛
（
印
）

　
　

安
永
六
酉
年
十
二
月
廿
八
日	

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
太
夫
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
左
衛
門
五
郎
（
印
）

　
　
　
　

五
郎
助
殿

④
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
一
二
月　

二
郎
兵
衛
田
地
売
券

　
　
　
　
　

高
分
譲
り
ニ
売
渡
シ
申
田
地
之
事

　
　
　

有
坪
榎
本
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長
谷
川
・
奥
野　

越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

　
　
　

一
、
上
田
壱
反
三
歩　
　
　

分
米
壱
石
四
斗
壱
升

　
　
　

一
、
中
田
四
畝
弐
拾
壱
歩　

分
米
六
斗
壱
升
壱
合

　
　
　
　
　

分
米
〆
壱
石
弐
升
四
合

　
　
　
　
　

代
金
九
両

　
　
　

外
ニ　

御
蔵
米
壱
俵
弐
斗
代
三
拾
匁
八
分
壱
厘

　
　
　
　
　

〆
九
両
壱
歩
拾
五
匁
三
分
壱
厘　

但
シ
文
字
金
也

右
之
田
地
ハ
、
当
戌
御
年
貢
米
不
罷
成
候
ニ
付
、
貴
殿
へ
段
々
申
入
、
右
田
地

譲
り
ニ
売
渡
シ
、
代
金
慥
ニ
請
取
、
御
上
納
ニ
相
立
申
処
実
正
明
白
也
、
然
上

ハ
、
来
ル
亥
ノ
年
よ
り
貴
殿
小
前
へ
御
詰
込
、
御
支
配
可
被
成
候
、
御
年
貢
米

之
儀
ハ
、
当
村
御
下
札
表
ニ
五
歩
役
宛
相
添
、
御
上
納
可
被
成
候
、
此
五
歩
役

米
等
申
者
ハ
、
諸
役
懸
り
物
代
米
也
、
右
之
外
諸
役
・
新
役
掛
り
不
申
候
、
猶

又
右
之
田
地
ニ
付
、
本
人
ハ
不
及
申
、
脇
よ
り
何
角
と
申
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
加

判
之
者
罷
出
、
急
度
埓
明
ヶ
、
貴
殿
江
少
も
六
ヶ
敷
儀
相
懸
ヶ
申
間
敷
候
、
為

後
日
高
分
譲
り
地
証
文
加
判
仍
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
地
譲
り
主
か
し
曲
川
北
村

　
　

安
永
七
戊

戌
年
十
二
月	

二
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

太
郎
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

五
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
受
人
藤
太
夫
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

左
衛
門
五
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
惣
代
彦
九
郎
（
印
）

　
　
　

樫
曲
村

　
　
　
　
　

五
郎
助
殿

⑤
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
深
山
寺
村
三
郎
太
夫
山
地
売
券

　
　
　
　
　

永
代
売
渡
申
山
之
事

一
、
金
六
両
弐
歩　
　
　
　

有
坪
高
木
山
壱
ヶ
所
、
山
手
壱
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
之
内
畑
年
貢
米
入
合
御
座
候
、
以
上

右
之
山
者
、
亥
御
年
貢
米
ニ
迷
惑
仕
候
ニ
付
、
右
之
金
子
慥
ニ
受
取
、
御
納
所

相
立
申
所
実
正
明
白
ニ
御
座
候
、
然
上
ハ
貴
殿
ニ
御
支
配
可
被
成
候
、
境
之
義

者
、
南
ハ
孫
六
、
北
方
ハ
清
左
衛
門
山
尾
境
、
上
ハ
道
切
ニ
而
御
座
候
、
此
山

ニ
付
子
々
孫
々
ニ
申
伝
候
共
、
一
言
之
子
細
申
間
敷
候
、
若
脇
よ
り
何
角
と
申

者
御
座
候
ハ
ヽ
、加
判
之
者
罷
出
、急
度
埓
明
可
申
候
、永
代
売
証
文
仍
而
如
件
、

　
　

安
永
八
已

亥
年	

売
主
同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
太
夫
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　
　

孫
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　
　

左
近
（
印
）

　

深
山
寺　
　
　
　
　
　

同　
　
　

孫
市
（
印
）

　
　
　

左
近
多
郎
殿　
　

口
入　
　

五
郎
助
（
印
）

⑥
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
一
二
月
二
九
日　

助
太
郎
金
子
借
用
状

　
　
　
　

借
用
申
金
子
之
事

一
、
金
合
三
両
八
匁
七
分
四
厘　
　
　

但
シ
本
銀
也

右
之
金
子
ハ
、
当
子
ノ
御
年
貢
米
罷
不
成
候
ニ
付
、
借
用
仕
御
納
所
ニ
相
立
申

所
実
正
也
、
然
上
ハ
、
右
之
金
子
ニ
壱
わ
り
五
ふ
之
利
足
加
、
来
ル
丑
極
月
切

ニ
急
度
御
算
用
可
仕
候
、
若
重
々
仕
候
へ
者
、
う
け
山
壱
ヶ
所
相
渡
シ
可
申
候
、

仍
而
如
件
、
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
主
葉
原
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
太
郎
（
印
）

安
永
九
子
十
二
月
廿
九
日　
　
　

受
人
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
（
印
）

　
　
　

か
し
曲

　
　
　
　
　

五
郎
助
殿

⑦
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
一
二
月
三
日　

樫
曲
村
年
貢
免
定

　
　

樫
曲
村
寅
御
年
貢
免
相
之
事

一
、
高
三
百
七
拾
壱
石
五
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
荒
先
川
成
砂
入
池
見
水
込

　
　
　

三
拾
八
石
弐
斗
弐
升
六
合　

未
道
減
戌
土
手
敷
卯
井
溝
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
ニ
成
斗
代
下
り
共

　
　
　

六
石
四
斗
弐
升
八
合　
　
　

子
砂
入

　
　
　

弐
拾
九
石
六
斗
二
升
四
合　
　

当
寅
見
捨

残
弐
百
九
拾
七
石
弐
斗
四
升
七
合

　

此
取
百
八
拾
七
石
六
斗
弐
升

一
、
高
弐
拾
八
石
壱
斗
弐
升　

外
高
分

　
　
　
　
　

内

　
　
　

弐
石
七
斗
四
合　
　
　
　

　
　
　
　

此
取
壱
石
弐
斗
九
升
八
合

　
　
　

弐
拾
五
石
四
斗
壱
升
六
合

　
　
　
　

此
取
九
石
弐
升
三
合

高
合
三
百
九
拾
九
石
六
斗
四
升
五
合

取
米
〆
百
九
拾
七
石
九
斗
四
升
壱
合

　
　
　

外

　

高
壱
石
五
斗
五
升　
　

巳
改
開
畑

　
　

此
取
四
斗
弐
升
六
合

　

同
百
拾
弐
石
九
斗
八
升
五
合　

池
見
新
田
之
内
午
改

　
　
　
　
　

内
六
石　
　

当
引

　
　

此
取
三
拾
七
石
九
斗
八
升

惣
取
米
合
弐
百
三
拾
六
石
三
斗
四
升
七
合

　
　
　

外

　

米
拾
四
表
弐
斗
五
升
壱
合　

百
姓
弐
拾
壱
人
用
捨
現
米
ニ
而

　
　

此
取
九
石　
　
　
　
　
　

口
米
共
被
下

右
庄
屋
・
小
百
姓
不
残
寄
合
、
無
高
下
割
仕
、
来
ル
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆

済
者
也
、

　

天
明
二
壬

寅
十
二
月
三
日	

嶺
尾
半
七
（
印
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
久
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
粂
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
国
逸
九
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
孫
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
八
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
見
太
四
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
百
姓
中
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長
谷
川
・
奥
野　

越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

⑧
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
一
二
月
一
〇
日　

樫
曲
村
年
貢
免
定

　
　

樫
曲
村
卯
御
年
貢
免
相
之
事

一
、
高
三
百
七
拾
壱
石
五
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
荒
先
川
成
砂
入
池
見
水
込

　
　
　

三
拾
八
石
弐
斗
弐
升
六
合　

未
道
減
戌
土
手
敷
卯
井
溝
田
畑
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
斗
代
下
り
共

　
　
　

六
石
四
斗
弐
升
八
合　
　
　

子
砂
入

　
　
　

七
拾
五
石
四
升
四
合　
　
　

当
卯
見
捨

残
弐
百
五
拾
壱
石
八
斗
弐
升
七
合

　

此
取
百
五
拾
七
石
八
斗
九
升
八
合

一
、
高
弐
拾
八
石
壱
斗
弐
升　
　
　

外
高
分

　
　
　
　
　

内

　
　
　

弐
石
七
斗
四
合　
　
　
　

　
　
　
　

此
取
壱
石
弐
斗
九
升
八
合

　
　
　

弐
拾
五
石
四
斗
壱
升
六
合

　
　
　
　

此
取
九
石
弐
升
三
合

高
合
三
百
九
拾
九
石
六
斗
四
升
五
合

取
米
合
百
六
拾
八
石
弐
斗
壱
升
九
合

　
　
　

外

　

高
壱
石
五
斗
五
升　
　

巳
改
開
畑

　
　

此
取
四
斗
弐
升
六
合

　

同
百
拾
弐
石
九
斗
八
升
五
合　

池
見
新
田
之
内
午
改

　
　
　

内
弐
拾
六
石　
　

当
引

　
　

此
取
三
拾
石
八
斗
八
升

惣
取
米
合
百
九
拾
九
石
五
斗
弐
升
五
合

右
庄
屋
・
小
百
姓
不
残
寄
合
、
無
高
下
割
仕
、
来
ル
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆

済
者
也
、

　

天
明
三
癸

卯
十
二
月
十
日	

嶺
尾
半
七
（
印
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
久
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
粂
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
次
郎
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
孫
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
八
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
見
太
四
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
百
姓
中

⑨
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
一
二
月
二
〇
日　

次
郎
兵
衛
米
預
状

　
　
　
　

預
り
申
有
米
之
事

　

一
、
米
合
七
俵
三
斗
弐
升
七
合
六
夕

　
　
　
　

内

　
　
　

五
俵
壱
合
三
夕　
　
　

寅
ノ
未
進
米

　
　
　

弐
俵
三
斗
弐
合
三
夕　

卯
ノ
未
進
米

右
之
有
米
七
俵
三
斗
三
合
六
夕
慥
ニ
預
り
申
所
実
正
ニ
御
座
候
、
然
ル
上
ハ
来

ル
辰
之
春
御
取
立
之
時
節
、
急
度
御
上
納
可
仕
候
、
為
其
証
文
仍
而
如
件
、

　
　

天
明
三
年
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

　
　
　
　
　

卯
十
二
月
廿
日　

預
り
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

五
郎
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

彦
六
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

孫
五
郎
（
印
）

本
村
庄
屋
五
郎
助
様

⑩
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
一
二
月
六
日　

樫
曲
村
年
貢
免
定

　
　

樫
曲
村
巳
御
年
貢
免
相
之
事

一
、
高
三
百
七
拾
壱
石
五
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　
　
　
　

内　
　
　
　
　
　

永
荒
先
川
成
砂
入
池
見
水
込

　
　
　

三
拾
八
石
弐
斗
弐
升
六
合　

未
道
減
戌
土
手
敷
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
溝
田
畑
ニ
成
斗
代
下
共

　
　
　

六
石
四
斗
弐
升
八
合　
　
　

子
砂
入

　
　
　

五
拾
八
石
五
斗
四
升
四
合　

当
巳
見
捨

残
弐
百
六
拾
八
石
三
斗
二
升
七
合

　

此
取
百
六
拾
九
石
四
升
四
合

一
、
高
弐
拾
八
石
壱
斗
弐
升　
　

外
高
分

　
　
　
　
　

内

　
　
　

弐
石
七
斗
四
合　
　
　
　

　
　
　
　

此
取
壱
石
弐
斗
九
升
八
合

　
　
　

弐
拾
五
石
四
斗
壱
升
六
合

　
　
　
　

此
取
九
石
弐
升
三
合

高
合
三
百
九
拾
九
石
六
斗
四
升
五
合

取
米
合
百
七
拾
九
石
三
斗
六
升
五
合

　
　

外

　

高
壱
石
五
斗
五
升　
　

巳
改
開
畑

　
　

此
取
四
斗
弐
升
六
合

　

同
百
拾
弐
石
九
斗
八
升
五
合　

池
見
新
田
之
内
午
改

　
　
　

内
拾
六
石　
　

当
引

　
　

此
取
三
拾
四
石
四
斗
三
升

　

惣
取
米
合
弐
百
拾
四
石
弐
斗
弐
升
壱
合

右
庄
屋
・
小
百
姓
不
残
寄
合
、
無
高
下
割
仕
、
来
ル
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆

済
者
也
、

　

天
明
五
乙

巳
十
二
月
六
日	

守
留
丹
弥
（
印
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口
治
部
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
久
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
次
郎
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
孫
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
八
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
見
太
四
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
百
姓
中

⑪
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
二
月　

藤
太
夫
誤
証
文

　
　
　

為
御
改
指
出
シ
申
誤
証
文
事

一
、
此
度
樫
曲
・
深
山
寺
両
村
中
江
対
シ
、
麁
忽
之　

儀
申
出
シ
候
ニ
付
、
御
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長
谷
川
・
奥
野　

越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

役
所
様
御
吟
味
之
上
、
私
虚
言
申
候
義
明
白
ニ
御
座
候
所
、
則
チ

御
役
所
様
以
御
指
図
、
村
方
役
人
中
誤
り
証
文
可
指
出
之
旨
、
奉
畏
候
、
右
虚

言
之
趣
両
村
御
存
シ
不
被
成
候
義
故
、
異
仕
候
、
以
来
右
躰
之
麁
忽
成
義
、
急

度
相
噯
可
申
候
、
且
此
度
之
義
ハ
各
縁
御
取
直
シ
故
相
済
、
忝
次
第
奉
存
候
、

右
御
上
以
御
指
図
ヲ
指
出
シ
候
誤
証
文
仍
而
如
件

　
　

天
明
六
丙

午
年
二
月　

	

本
人　

藤
太
夫
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
人
組

治
郎
助
（
印
）

　
　

庄
や　

五
郎
助　
　
　
　
　
　

彦
五
郎
（
印
）

　
　

年
寄　

五
郎
兵
衛

　
　

同　
　

彦
九
郎

　
　
　
　
　

清
左
衛
門

　

百
姓
惣
代
左
衛
門
五
郎

　
　
　
　
　

孫
十
郎

⑫
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
一
一
月
二
八
日　

樫
曲
村
年
貢
免
定

　
　

樫
曲
村
午
御
年
貢
免
相
之
事

一
、
高
三
百
七
拾
壱
石
五
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
荒
先
川
成
砂
入
池
見

　
　
　

三
拾
八
石
弐
斗
弐
升
六
合　

水
込
未
道
減
戌
土
手
敷
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
溝
田
畑
ニ
成
斗
代
下
共

　
　
　

六
石
四
斗
弐
升
八
合　
　
　

子
砂
入

　
　
　

九
拾
五
石
四
升
四
合　
　
　

当
午
見
捨

残
弐
百
三
拾
壱
石
八
斗
弐
升
七
合

　
　

此
取
百
四
拾
四
石
八
斗
九
升
五
合

一
、
高
弐
拾
八
石
壱
斗
弐
升　

外
高
分

　
　
　
　
　

内

　
　
　

弐
石
七
斗
四
合　
　
　
　

　
　
　
　

此
取
壱
石
弐
斗
九
升
八
合

　
　
　

弐
拾
五
石
四
斗
壱
升
六
合

　
　
　
　

此
取
九
石
弐
升
三
合

高
合
三
百
九
拾
九
石
六
斗
四
升
五
合

取
米
合
百
五
拾
五
石
弐
斗
壱
升
六
合

　
　
　

外

　

高
壱
石
五
斗
五
升　
　

巳
改
開
畑

　
　

此
取
四
斗
弐
升
六
合

　

同
百
拾
弐
石
九
斗
八
升
五
合　

池
見
新
田
之
内
午
改

　
　
　

内
三
拾
石　

当
引

　
　

此
取
弐
拾
九
石
四
斗
六
升

惣
取
米
合
百
八
拾
五
石
壱
斗
弐
合

右
庄
屋
・
小
百
姓
不
残
寄
合
、
無
高
下
割
仕
、
来
ル
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆

済
者
也
、

　

天
明
六
丙

午
十
二
月
廿
八
日	

守
留
丹
弥
（
印
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口
治
部
助
（
印
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
久
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
田
弥
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
次
郎
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
孫
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
八
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
百
姓
中

⑬
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
一
二
月
六
日　

樫
曲
村
年
貢
免
定

　
　

樫
曲
村
未
御
年
貢
免
相
之
事

一
、
高
三
百
七
拾
壱
石
五
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
荒
先
川
成
砂
入
池
見
水
込

　
　
　

三
拾
八
石
弐
斗
弐
升
六
合　

未
道
減
戌
土
手
敷
卯
井
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畑
ニ
成
斗
代
下
共

　
　
　

六
石
四
斗
弐
升
八
合　
　
　

子
砂
入

　
　
　

三
拾
石
四
斗
四
合　
　
　
　

当
未
見
捨

残
弐
百
九
拾
六
石
四
斗
六
升
七
合

　

此
取
百
八
拾
七
石
六
斗
弐
升

一
、
高
弐
拾
八
石
壱
斗
弐
升　

外
高
分

　
　
　
　
　

内

　
　
　

弐
石
七
斗
四
合　
　
　
　

　
　
　
　

此
取
壱
石
弐
斗
九
升
八
合

　
　
　

弐
拾
五
石
四
斗
壱
升
六
合

　
　
　
　

此
取
九
石
弐
升
三
合

高
合
三
百
九
拾
九
石
六
斗
四
升
五
合

取
米
〆
百
九
拾
七
石
九
斗
四
升
壱
合

　
　
　

外

　

高
壱
石
五
斗
五
升　
　

巳
改
開
畑

　
　

此
取
四
斗
弐
升
六
合

　

同
百
拾
弐
石
九
斗
八
升
五
合　

池
見
新
田
之
内
午
改

　
　
　

内
六
石　
　

当
引

　
　

此
取
三
拾
七
石
九
斗
八
升

惣
取
米
合
弐
百
三
拾
六
石
三
斗
四
升
七
合

　
　
　

外

　

米
九
升
壱
合　
　
　
　

砂
入
之
内
申
起
之
分
土
免
所
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
米
ニ
而
口
米
共
被
下

右
庄
屋
・
小
百
姓
不
残
寄
合
、
無
高
下
割
仕
、
来
ル
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆

済
者
也
、

　

天
明
七
丁

未
十
二
月
六
日	

高
橋
粂
右
衛
門
（
印
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
林
喜
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
久
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
田
弥
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
次
郎
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

孫
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
八
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
百
姓
中
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長
谷
川
・
奥
野　

越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

⑭
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
五
月　

葉
原
村
左
近
金
子
借
用
状

　
　
　

借
用
申
金
子
之
事

一
、
金
七
両
三
歩
者

　
　
　
　
　
　

銀
拾
弐
匁
七
分
七
厘

　
　

此
質
物
向
か
ほ
分
山
壱
口

右
之
金
子
者
、
無
拠
入
用
之
義
御
座
候
ニ
付
、
慥
借
用
仕
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、

返
済
之
義
者
、
来
酉
ノ
十
一
月
中
ニ
右
金
子
ニ
壱
割
半
之
利
足
相
加
へ
、
元
利

共
急
度
返
済
可
仕
候
、
為
後
日
仍
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
原
村

　

天
明
八
戊

申
年
五
月
日	

左
近
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
人
清
助
（
印
）

　
　
　

樫
曲
村

　
　
　
　
　

五
郎
助
殿

⑮
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
一
一
月
二
五
日　

樫
曲
村
年
貢
免
定

　
　

樫
曲
村
申
御
年
貢
免
相
之
事

一
、
高
三
百
七
拾
壱
石
五
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
荒
先
川
成
ノ
砂
入
池
見
水
込

　

三
拾
八
石
弐
斗
弐
升
六
合　

未
道
減
戌
土
手
敷
卯
井
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畑
ニ
成
斗
代
下
と
も

　

六
石
四
斗
弐
升
八
合　
　
　

子
砂
入

　

三
拾
石
四
斗
四
合　
　
　
　

当
申
見
捨

残
弐
百
九
拾
六
石
四
斗
六
升
七
合

　

此
取
百
八
拾
七
石
六
斗
弐
升

一
、
高
弐
拾
八
石
壱
斗
弐
升　
　
　
　

外
高
分

　
　
　
　
　

内

　
　
　

弐
石
七
斗
四
合　
　
　
　

縄
之
外
戌
改
田

　
　
　
　

此
取
壱
石
弐
斗
九
升
八
合

　
　
　

弐
拾
五
石
四
斗
壱
升
六
合　

池
見
新
田
卯
改

　
　
　
　

此
取
九
石
弐
升
三
合

高
合
三
百
九
拾
九
石
六
斗
四
升
五
合

取
米
〆
百
九
拾
七
石
九
斗
四
升
壱
合

　
　
　

外

　

高
壱
石
五
斗
五
升　
　

巳
改
開
畑

　
　

此
取
四
斗
弐
升
六
合

　

同
百
拾
弐
石
九
斗
八
升
五
合　

池
見
新
田
之
内
午
改

　
　
　
　

内　

六
石　
　

当
引

　
　

此
取
三
拾
七
石
九
斗
八
升

　

惣
取
米
合
弐
百
三
拾
六
石
三
斗
四
升
七
合

右
庄
屋
・
小
百
姓
不
残
寄
合
、
無
高
下
割
仕
、
来
ル
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆

済
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
粂
右
衛
門
（
印
）

　

天
明
八
戊

申
十
一
月
廿
五
日　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
御
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
林
井
喜
兵
衛
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
久
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
鯨
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
田
弥
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
孫
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
八
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
百
姓
中

⑯
天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
一
二
月
二
〇
日　

三
郎
五
郎
田
地
売
券

　
　
　
　

永
代
売
渡
申
田
地
之
事

有
坪
向
イ

一
、
田
地
壱
枚

　

�

右
之
田
地
ハ
、
当
酉
之
御
年
貢
米
難
儀
仕
候
ニ
付
、
右
之
田
地
三
両
拾
匁
ニ
売

渡
、
御
年
貢
米
ニ
相
立
申
処
実
正
御
座
候
、
然
ル
上
ハ
、
戌
ノ
年
よ
り
田
地
御

支
配
可
被
成
候
、
於
此
田
地
少
し
茂
申
分
無
御
座
候
、
若
脇
よ
り
何
角
ト
申

者
有
之
候
ハ
、
加
判
之
者
罷
出
、
急
度
埓
明
可
申
候
、
為
後
日
之
仍
而
如
件

天
明
九
年
酉
十
二
月
廿
日　

売
主　

三
郎
五
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

左
近
五
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

五
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

五
郎
助
（
印
）

　

五
郎
助
殿

⑰
寛
政
一
年
（
一
七
八
九
）
一
一
月
二
六
日　

樫
曲
村
年
貢
免
定

　
　

樫
曲
村
酉
御
年
貢
免
相
之
事

一
、
高
三
百
七
拾
壱
石
五
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
荒
先
川
成
砂
入
池
見
水
込

　
　

三
拾
八
石
弐
斗
弐
升
六
合　

未
通
減
戌
土
手
敷
卯
井
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畠
ニ
成
斗
代
下
共

　
　

六
石
四
斗
弐
升
八
合　
　
　

子
砂
入

　
　

七
拾
弐
石
九
斗
四
合　
　
　

当
酉
見
捨

残
弐
百
五
拾
三
石
九
斗
六
升
七
合

　
　

此
取
百
五
拾
九
石
七
斗
五
升
六
合

一
、
高
弐
拾
八
石
壱
斗
弐
升　
　

外
高
分

　
　
　
　

内

　
　

弐
石
七
斗
四
合

　
　
　

此
取
壱
石
弐
斗
九
升
八
合

　
　

弐
拾
五
石
四
斗
壱
升
六
合

　
　
　

此
取
九
石
弐
升
三
合

高
合
三
百
九
拾
九
石
六
斗
四
升
五
合

取
米
〆
百
七
拾
石
七
升
七
合

　
　
　
　

外

　
　

高
壱
石
五
斗
五
升　

巳
改
開
畑

　
　
　

此
取
四
斗
弐
升
六
合

　
　

同
百
拾
弐
石
九
斗
八
升
五
合　

池
見
新
田
之
内
午
改

惣
取
米
合
弐
百
三
拾
三
石
五
斗
壱
升
三
合

右
庄
屋
・
小
百
姓
不
残
寄
合
無
高
下
割
仕
、
来
ル
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆
済
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長
谷
川
・
奥
野　

越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

者
也
、

　

寛
政
元
已

酉
年
十
一
月
廿
六
日	

高
橋
粂
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
林
喜
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
久
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
鯨
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煩
三
浦
孫
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
八
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
百
姓
中

⑱
寛
政
二
年
（
一
七
八
九
）
一
一
月
二
二
日　

樫
曲
村
年
貢
免
相
状

　
　

樫
曲
村
戌
御
年
貢
免
相
之
事

一
、
高
三
百
七
拾
壱
石
五
斗
弐
升
五
合

　
　
　
　

内　
　
　
　
　
　
　

永
荒
先
川
成
砂
入
池
見
水
込

　

三
拾
八
石
弐
斗
弐
升
六
合　

未
通
減
戌
土
手
敷
卯
井
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畠
ニ
成
斗
代
下
共

　

六
石
四
斗
弐
升
八
合　
　
　

子
砂
入

　

弐
拾
九
石
七
斗
五
升
四
合　

当
戌
見
捨

残
弐
百
九
拾
七
石
壱
斗
壱
升
七
合

　
　

此
取
百
八
拾
七
石
六
斗
弐
升

一
、
高
弐
拾
八
石
壱
斗
弐
升　
　

外
高
分

　
　
　
　

内

　
　

弐
石
七
斗
四
合

　
　
　

此
取
壱
石
弐
斗
九
升
八
合

　
　

弐
拾
五
石
四
斗
壱
升
六
合

　
　
　

此
取
九
石
弐
升
三
合

高
合
三
百
九
拾
九
石
六
斗
四
升
五
合

取
米
〆
百
九
拾
七
石
九
斗
四
升
壱
合

　
　
　
　

外

　
　

高
壱
石
五
斗
五
升　

巳
改
開
畑

　
　
　

此
取
四
斗
弐
升
六
合

　
　

同
百
拾
弐
石
九
斗
八
升
五
合　

池
見
新
田
之
内
午
改

　
　
　

内
六
石　
　
　

当
引

　
　
　

此
取
三
拾
七
石
九
斗
八
升

惣
取
米
合
弐
百
三
拾
六
石
三
斗
四
升
七
合

　
　
　

外

　

米
三
斗
壱
升
弐
合　

去
ル
子
砂
入
子
起
之
分
土
免
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
へ
現
米
ニ
而
口
米
共
被
下

　
　

此
土
四
斗
八
升

　

同
拾
弐
表
三
斗
八
升
三
合　

百
姓
弐
拾
五
人
用
捨
現
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
て
口
米
共
被
下

　
　

此
土
八
石

右
庄
屋
・
小
百
姓
不
残
寄
合
、
無
高
下
割
仕
、
来
ル
極
月
十
日
以
前
急
度
可
皆

済
者
也
、

　

寛
政
二
庚

寅
年
十
一
月
廿
二
日	

高
橋
粂
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宅
庄
太
夫
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
倉
久
右
衛
門
（
印
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
右
内
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
原
伝
蔵
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
鯨
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
田
弥
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
野
八
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
百
姓
中

⑲
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
月　

樫
曲
村
願
書
（
拝
借
金
に
つ
き
）

　
　
　

乍
恐
口
書
を
以
奉
願
上
候

一�

、
当
村
之
内
川
北
弥
五
郎
と
申
者
、
御
高
三
石
五
升
六
合
所
持
仕
候
、
右
弥

五
郎
義
下
地
難
儀
人
ニ
御
座
候
処
、五
六
年
以
前
よ
り
病
身
罷
成
候
而
、去
々

年
相
果
申
候
、
相
残
候
ハ
女
房
と
幼
年
之
子
供
計
ニ
而
甚
タ
難
渋
仕
候
、
然

ル
処
弥
五
郎
所
持
仕
候
御
田
地
ハ
西
谷
之
川
ぶ
ち
ニ
御
座
候
処
、
右
御
田
地

之
内
九
畝
余
此
分
米
壱
石
壱
斗
七
升
之
所
、
四
五
年
此
方
度
々
之
出
水
ニ
而

川
欠
砂
入
ニ
相
成
申
候
、
右
者
御
検
見
之
節
、
御
見
分
御
願
申
上
候
ハ
ヽ
、

御
引
も
可
被
下
置
と
奉
存
候
得
共
、
一
時
ニ
出
来
候
川
欠
砂
入
ニ
而
茂
無
御

座
候
、
四
五
年
此
方
少
シ
完
川
欠
砂
入
ニ
相
成
申
候
義
故
、
御
見
分
も
御
願

不
申
上
候
処
、
去
冬
ニ
至
候
而
ハ
壱
反
之
所
余
程
砂
入
川
欠
ニ
相
成
、
一
向

自
力
ニ
難
及
、
右
ハ
少
分
付
手
掛
ヶ
候
得
ハ
、
ヶ
様
ニ
茂
相
成
間
鋪
義
ニ
御

座
候
得
共
、
何
分
右
申
上
候
通
弥
五
郎
長
々
相
煩
候
上
ニ
而
相
果
申
候
義
、

残
ハ
漸
女
房
と
幼
年
之
子
供
故
、
何
角
行
届
不
申
、
自
然
と
御
大
切
之
御
田

地
ヲ
荒
申
候
儀
、
奉
恐
入
候
、
乍
併
御
年
貢
米
ハ
去
年
迄
無
滞
納
米
候
処
、

右
之
仕
合
ニ
御
座
候
故
、
去
冬
ニ
至
候
而
一
向
致
方
無
御
座
及
潰
候
故
、
弥

五
郎
一
式
村
中
へ
支
配
致
呉
候
様
指
出
候
へ
共
、
難
渋
之
村
方
其
上
右
之
荒

所
御
座
候
故
、
中
々
村
中
得
心
不
仕
、
弥
五
郎
女
房
義
ハ
と
て
茂
右
御
田
地

ハ
支
配
仕
候
而
茂
御
年
貢
之
処
一
向
致
方
無
御
座
候
間
、
何
分
村
中
と
し
而

支
配
致
呉
候
様
、
段
々
相
頼
申
候
得
共
、
村
中
得
心
不
仕
、
致
方
も
無
御
座

仕
合
ニ
奉
存
候
、
右
ニ
付
私
共
打
寄
色
々
相
談
仕
、
何
卒
弥
五
郎
義
相
続
為

致
度
と
、
右
荒
所
之
分
黒
鍬
之
者
へ
も
及
相
談
ニ
候
へ
共
余
程
之
金
子
も
相

掛
り
候
段
申
候
ニ
付
、
私
共
自
力
ニ
難
及
奉
存
候
、
何
共
奉
恐
入
候
御
願
ニ

御
座
候
得
共
御
金
五
両
拝
借
被
為　

仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
其
余
ハ
外
才
覚

を
以
、
右
荒
場
開
発
仕
、
弥
五
郎
義
及
潰
候
処　
　
　

御
上
様
之
御
慈
悲
を

以
百
姓
相
続
為
仕
度
奉
願
上
候
、

　

�

右
之
趣
、
被
為　

聞
召
分
御
慈
悲
之
御
了
簡
ヲ
以
、
私
共
願
之
通
被
為　

仰

付
被
下
候
ハ
ヽ
、
重
々
難
有
仕
合
ニ
可
奉
存
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
曲
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
人　

庄
屋
五
郎
助
（
印
）

　

寛
政
五
癸

丑
年	

年
寄
五
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　

三
月　
　
　
　
　
　

同　

左
衛
門
五
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
北
年
寄
伊
兵
衛
（
印
）

　
  

御
代
官
所
様

⑳
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
一
二
月　

五
郎
助
田
地
売
券

　
　
　
　

譲
り
ニ
売
渡
田
地
之
事

有
坪
二
反
田

一
、
上
田
壱
反　
　
　
　

分
米
壱
石
四
斗
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長
谷
川
・
奥
野　

越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
年
貢
米
弐
俵
四
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
下
シ
米
四
俵
四
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
徳
米
壱
俵
三
斗
弐
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
入
用
八
升
引

一
、
代
金
八
両　
　
　
　
　

但
し
文
字
金
也

右
之
田
地
者
、
当
卯
御
年
貢
米
ニ
難
義
仕
候
ニ
付
、
貴
殿
江
段
々
御
頼
候
処
、

御
聞
届
被
下
、
則
代
金
八
両
慥
ニ
請
取
、
御
年
貢
米
御
上
納
ニ
相
立
申
所
実
正

ニ
御
座
候
、
然
上
ハ
来
辰
年
よ
り
右
田
地
御
勝
手
ニ
御
支
配
可
被
成
候
、
此
田

地
ニ
付
、
本
人
者
不
及
申
、
脇
よ
り
何
角
と
申
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
加
判
者
罷
出
、

急
度
埓
明
ヶ
可
申
候
、
為
後
日
譲
り
証
文
仍
而
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　

田
地
売
主
か
し
曲
村　

五
郎
助
（
印
）

　

寛
政
七
乙

卯
十
二
月	

せ
わ
人
喜
河
村
治
郎
四
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
人
深
山
寺　

左
近
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　
　

左
衛
門
五
郎
（
印
）

　

御
影
堂
前
町　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

弥
十
郎
（
印
）

　
　

七
左
衛
門
殿　
　
　
　
　
　

庄
屋　
　

五
郎
兵
衛
（
印
）

㉑
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
一
二
月
二
〇
日　

五
郎
助
金
子
借
用
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
端
裏
書
）

「
寅
十
二
月
廿
日
銀　

樫
曲
五
郎
助
」

　
　
　
　
　
　

借
用
申
金
子
之
事

一
、
合
金
子
拾
両
ハ　
　
　

但
シ
文
字
金
也

　

此
乃
当
田
地
証
文
一
通
御
預
ヶ
可
申
候
、

右
之
金
子
ハ
無
拠
入
用
ニ
付
口
入
御
願
、
借
用
仕
候
処
実
正
明
白
ニ
御
座
候
、

然
上
者
、
自
一
割
ノ
加
利
足
ヲ
、
寅
十
二
月
廿
日
迄
ニ
急
度
御
返
納
可
申
上
候
、

尤
利
足
儀
者
、
毎
年
御
算
用
可
仕
候
、
若
右
金
子
相
滞
申
候
得
者
、
右
田
地
御

引
取
可
被
成
候
、
其
時
一
言
申
上
間
敷
候
、
為
後
日
一
札
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
人

樫
曲
村

文
政
九
年
丙

戌
年	

五
郎
助
（
印
）

　
　
　
　

十
二
月
廿
日　

証
人
宗
願
寺

　
　
　
　

高
橋
重
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　

口
入

㉒
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
閏
正
月　

三
郎
五
郎
田
地
譲
状

　
　
　
　

永
代
譲
リ
渡
シ
申
田
地
之
事

一
、
上
田
壱
畝
廿
四
歩　
　

但
シ
有
坪
向
せ
う

　
　
　
　
　
　

分
米
弐
斗
五
升
弐
合

　

�

右
之
田
地
ハ
、
先
年
高
間
違
有
之
候
而
、
此
度
段
々
貴
殿
様
江
相
願
上
候
処
、

御
聞
届
被
下
、
右
之
代
金
壱
両
弐
歩
六
匁
三
分
弐
厘
相
渡
シ
可
申
候
、
当
丑

春
よ
り
御
支
配
可
被
成
候
、
以
後
小
茂
高
ニ
御
附
引
取
被
可
下
候
、

　
　
　
　
　
　

為
後
日
仍
而
如
件

天
保
十
二
辛

午
年
閏
正
月	

売
主　

三
郎
五
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人
弥
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

藤
太
夫
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

藤
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

左
衛
門
五
郎
（
印
）
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六
十
四
巻
一
号

　

五
郎
助
殿

㉓
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
深
山
寺
村
五
郎
三
郎
等
田
地
売
券

　
　
　
　
　
　

永
代
売
渡
候
田
地
之
事

あ
り
坪
し
き
度

一
、
田
地
壱
ヶ
所　

仁
兵
衛
ニ
シ　

一
、
右
田
地
三
ヶ
所

一
、
田
地
壱
ヶ
所　

仁
兵
衛
後　
　

一
、
坪
数
〆
凡

一
、
田
地
壱
ヶ
所　

太
郎
太
夫
前　

一
、
三
百
六
拾
坪
計

内
弐
ヶ
所
に
土
手
ニ
畑
有　

一
、
御
年
貢
正
米
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、三
斗
六
升
八
合
五
夕
、
右
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
樫
曲
村
御
蔵
納
也
、

　

代
金
弐
両
三
歩

　

�

右
之
金
子
ハ
、
先
年
貴
殿
方
ニ
而
借
用
仕
置
候
処
、
御
返
済
も
難
成
候
故
、

此
度
三
ヶ
所
之
田
地
永
代
ニ
譲
り
渡
シ
、
借
用
金
相
済
可
申
候
、
然
ハ
当
年

よ
り
御
勝
手
ニ
御
支
配
被
成
候
、
尤
御
年
貢
米
之
儀
ハ
、
正
米
三
斗
六
升
八

合
五
夕
、
樫
曲
村
御
蔵
江
御
計
可
被
下
候
、
此
上
ハ
万
一
何
用
六
ヶ
敷
申
者

有
之
候
ハ
、
加
印
之
者
共
罷
出
、
其
埓
明
可
申
候
、
為
後
日
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
山
寺
村

天
保
十
三
年	

か
し
曲
村	

連
名
売
主
改
（
印
）

と
ら
春	

年
よ
り　

左
衛
門
五
郎
（
印
）	

一
、
売
主　

五
郎
三
郎
（
印
）

	

年
よ
り　

藤
兵
衛
（
印
）	

一
、世
わ
人　

三
郎
五
郎（
印
）

	

庄
屋　
　

藤
太
夫
（
印
）	

一
、
年
よ
り　

左
近
（
印
）

		


一
、
庄
屋　
　

仁
兵
衛
（
印
）

　
　

大
工
左
衛
門
殿

㉔
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
一
二
月
二
六
日　

済
口
一
札
（
金
子
返
済
に
つ
き
）

　
　
　
　

済
口
一
札
之
事

　

安
永
五
申
正
月
廿
五
日

　

一
、
金
拾
両
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
助
殿
分

　
　
　

壱
〆
四
百
廿
弐
匁
四
分
四
厘　

但
し
拾
両
之
証
文
追
而
出
候
共

　
　
　

内
金
六
両
請
取　
　
　
　
　
　
　

可
為
反
古
事

　
　
　

残
り
用
捨

　

明
和
六
丑
年

　

一
、
金
五
両
三
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
左
衛
門
殿
分

　
　
　

内
金
弐
両
壱
歩
請
取

　
　
　

残
り
用
捨

　

一
、
金
三
両　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
兵
衛
殿
分

　
　
　

内
金
壱
歩
弐
朱
請
取

　
　
　

残
り
用
捨

　

三
口
合

　
　
　

金
八
両
壱
歩
弐
朱

　
�

右
金
子
慥
ニ
請
取
申
候
、
右
田
地
ニ
付
此
以
後
彼
是
申
間
敷
候
、
為
後
日
之

済
口
一
札
依
而
如
件

安
政
三
丙

辰
年

　
　
　
　

十
二
月
廿
六
日　
　

平
野
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
右
衛
門
（
印
）
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長
谷
川
・
奥
野　

越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

　
　
　
　

樫
曲
五
郎
助
殿

　
　
　
　

同　

弥
左
衛
門
殿

　
　
　
　

同　

三
郎
兵
衛
殿

㉕
（
年
月
日
未
詳
）　

某
本
物
返
売
券

	

本
物
返
売
渡
シ
申
田
地
之
事

有
坪
江
尻

一
、
下
田
四
畝
五
歩　
　
　
　

分
米
四
斗
五
升
八
合

同
江
尻

一
、
中
下
田
四
畝
拾
五
歩　
　

同
分
米
五
斗
二
升
八
合

〆
八
畝
拾
七
歩　
　

分
米
〆　

九
斗
八
升
六
合

　
　
　

此
下
シ
米
三
俵
壱
斗
六
升

　
　
　

作
徳
米　

弐
俵
弐
斗

代
金
九
両
弐
歩　
　
　
　

但
シ
文
字
小
判
也

右
之
田
地
ハ
当
子
ノ
御
年
貢
米
ニ
難
義
仕
候
ニ
付
、
貴
殿
へ
段
々
相
願
候
処
、

御
聞
届
ヶ
被
下
、
右
田
地
九
両
弐
分
ニ
本
物
返
シ
売
渡
し
、
右
代
金
慥
ニ
受
取
、

御
納
所
米
ニ
相
立
候
処
実
正
御
座
候
、然
上
ハ
右
代
金
相
済
不
申
候
間
者
、年
々

弐
表
弐
斗
つ
ゝ
、
無
間
違
急
度
相
渡
可
申
候
、
縦
へ
幾
年
罷
立
候
と
も
、
代
金

返
進
仕
候
者
、
無
相
違
此
証
文
御
戻
可
被
下
候
、
為
仍
而
如
件
、

㉖
（
年
未
詳
）
閏
八
月
二
四
日　

樫
曲
村
五
郎
助
書
状
下
書

任
幸
便
一
筆
令
啓
上
候
、
時
分
柄
仲
秋
砌
ニ
御
座
候
処
、
段
々
御
家
内
中
様　

御
揃
御
機
げ
ん
能
御
暮
シ
可
遊
御
座
候
、
珍
重
御
儀
奉
存
候
、
然
ハ
先
立
而
御

遠
方
ノ
所
、
御
精
ニ
預
り
、
忝
奉
存
候
、
且
又
此
間
ノ
御
咄
之
事
、
何
向
御
座

候
哉
、
仕
舞
之
品
々
御
通
事
、
御
願
申
上
候
、
右
之
通
り
思
召
可
被
下
候
、
追

而
御
願
申
上
候
、
時
分
柄
最
ヶ
敷
御
座
候
処
、
何
分
拙
者
掛
腰
致
申
候
、
何
事

御
か
ん
便
可
被
成
候
、
恐
々
謹
言
、

閏
八
月
廿
四
日

　
　
　
　
　

か
し
曲

吉
河
村　
　
　
　

五
郎
助

　

治
郎
四
郎
様　
　

よ
り

翰
申
上
候
、
時
分
柄
秋
気
相
催
シ
候
処
、
先
立
而
御
紙
面
被
下
、
忝
奉
入
存
候
、

拝
見
仕
候
、
如
仰
右
借
文
へ
り
、
御
返
済
仕
度
奉
存
候
、
弥
々
御
礼
等
致
度
存

候
、
何
卒
御
心
得
可
遊
可
被
下
候
、
右
之
借
文
弥
々
御
証
被
下
申
候
、
然
ハ
済

相
候
上
、
御
望
借
文
弥
々
御
か
ん
便
可
被
下
候
、
御
家
内
中
様
御
機
げ
ん
能
御

暮
可
遊
珍
重
御
儀
、
奉
存
候
、
然
ハ
手
前
方
無
事
ニ

㉗
（
年
月
日
未
詳
）
書
き
上
げ
（
折
紙
／
元
横
帖
カ
、
㉖
の
紙
背
文
書
）

　
　
　

か
さ
屋
七
兵
衛

　
　

六
貫
目　
　

四
月

　
　

六
貫
目　
　

同

一
、七
貫
七
百
目

一
、
■
弐
匁

一
、
木
拾
束　

五
月
時
分

　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ
屋
七
兵
衛
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六
十
四
巻
一
号

五
月

一
、
■
廿
匁　
　

大
工
七
左
衛
門

木一
、
拾
束　
　
　

六
月
二
日

　
　
　
　
　
　

米
屋
久
二
郎           

六
月
晦
日

一
、四
拾
束　
　

同
人

            

大
工
七
左
衛
門

く
れ

一
、
四
束　

内
七
百
文
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　

か
し

一
、
拾
弐
束　

又
弐
束　

内
五
百
文
か
り

一
、
又
四
束　

内
三
百
文
か
り　

又
三
束
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
百
文
か
り

本
葉

一
、
た
は
こ
弐
升　
　

孫
作
分

六
月
廿
八
日

　
　

拾
七
束　

大
坪

　
　
　
　
　
　

又
七
月
十
二
日

七
月
廿
七
日

一
、
拾
七
束　

又
同
人

同
廿
八
日

一
、
拾
七
束　

か
し
曲

　
　
　
　
　
　
　
　

庄
三
郎

本
葉
八
月
九
日

一
、
た
は
こ
■
■

　
　
　

二
百
八
十
目

八
月
朔
日      

米
屋

一
、
拾
弐
束　
　

■
■
分

同
二
日

一
、
四
束　
　
　

か
さ
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

権

同
廿
九
日

一
、
拾
五
束　
　

田
中

　
　

内
廿
文
か
り

同
八
日

一
、
拾
六
束　
　

か
し
曲

　
　

内
百
文
か
り　

庄
三
郎

同
月
廿
九
日
此
分

一
、
金
壱
分　
　
　

四
郎
兵
衛

八
月
二
日

こ
は

一
、
四
束　
　

  

七
屋
分

　

内
五
百
文
か
り
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越
前
国
敦
賀
郡
樫
曲
村
「
奥
野
家
文
書
」
に
つ
い
て

註（
１
）
本
文
書
群
を
発
見
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
奥
野
信
一
「
戦
前
敦
賀
セ
メ
ン
ト
株
式

会
社
の
粉
塵
に
対
す
る
一
農
村
の
対
策
―
奥
野
省
三
の
樫
曲
区
長
日
誌
よ
り
―
」（
福

井
大
学
地
域
環
境
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
『
日
本
海
地
域
の
自
然
と
環
境
』
二
二
号
、

二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
２
）『
敦
賀
市
史
』
資
料
編
第
四
巻
上
（
敦
賀
市
役
所
、
一
九
八
二
年
）
は
、
年
貢
免
定

な
ど
の
村
文
書
を
伝
え
る
坂
口
秀
治
家（
屋
号「
弥
十
郎
」）と
高
木
藤
太
夫
家（
屋
号「
藤

太
夫
」）
が
樫
曲
村
の
庄
屋
を
務
め
た
家
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
３
）『
福
井
県
史
』
資
料
編
８
中
近
世
六
（
福
井
県
、
一
九
八
九
年
）。

（
４
）
前
掲
註
（
２
）。

（
５
）『
敦
賀
郡
東
郷
村
誌
』（
東
郷
公
民
館
、
一
九
七
三
年
）。
な
お
、
同
書
に
は
、
本
稿

で
紹
介
す
る「
奥
野
家
文
書
」に
も
み
ら
れ
る
樫
曲
の
年
貢
免
定
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
の「
奥
野
家
文
書
」の
も
の
と
は
別
の
文
書
群
で
あ
る
。
同
書
所
収
の
年
貢
免
定
は
、

前
掲
註
（
２
）『
敦
賀
市
史
』
収
載
の
「
坂
口
秀
治
家
文
書
」
か
「
高
木
藤
太
夫
家
文
書
」

に
含
ま
れ
る
文
書
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、『
敦
賀
市
史
』
に
は
翻
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
同
書
に
は
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
６
）「
御
影
堂
町
」は
、敦
賀
市
内
の
旧
町
名「
御
影
堂
前
町
」の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

御
影
堂
前
町
は
、
現
在
の
神
楽
町
一
丁
目
・
本
町
一
丁
目
に
比
定
さ
れ
、
気
比
神
宮
と

西
方
寺
の
間
に
位
置
す
る
気
比
宮
の
門
前
町
で
あ
る
（『
福
井
県
の
地
名
』
平
凡
社
）。

（
７
）
長
谷
川
裕
子『
中
近
世
後
期
に
お
け
る
村
の
生
存
と
土
豪
』（
校
倉
書
房
、二
〇
〇
九
年
）。

（
８
）
な
お
、
⑳
の
御
影
堂
町
と
の
契
約
で
世
話
人
と
し
て
署
判
し
て
い
る
吉
河
村
次
郎

四
郎
と
は
、
日
常
的
な
付
き
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
㉖
の
私
信
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ

う
し
た
地
域
の
土
豪
同
士
の
つ
な
が
り
が
、
奥
野
家
を
は
じ
め
と
す
る
村
有
力
層
の
金

融
活
動
を
可
能
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
②
の
平
野
屋
か
ら
借
用
し
た
十
両
と
そ
の
他
の

借
銀
は
、
そ
の
後
六
十
五
年
後
の
一
八
五
六
年
ま
で
の
間
に
金
六
両
が
返
済
さ
れ
た
が
、

そ
の
残
り
は
免
除
さ
れ
た
こ
と
が
㉔
か
ら
確
認
で
き
る
。

（
９
）
前
掲
註
（
２
）
に
享
和
二
年
・
天
保
五
年
、
前
掲
註
（
５
）
に
文
化
一
年
・
安
政
五

年
の
免
定
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）「
池
見
新
田
」
は
、
現
在
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
「
中
池
見
湿
地
」
で
の

こ
と
を
指
す
。
も
と
も
と
、
現
在
の
「
内
池
見
」
が
「
池
見
」
と
し
て
耕
地
化
さ
れ
て

い
た
が
、江
戸
時
代
に
現
在
の
「
中
池
見
」
が
開
墾
さ
れ
、樫
曲
か
ら
見
て
元
か
ら
の
「
池

見
」
が
内
側
、「
中
池
見
」
が
外
側
な
の
で
「
外
池
見
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
後
、
さ
ら
に
外
側
に
「
余
座
池
見
」
が
開
墾
さ
れ
た
の
で
、「
外
池
見
」
は
現
在
の
よ

う
に
「
中
池
見
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、元
禄
三
年
の
検
地
に
つ
い
て
は
、

「
樫
曲
村
新
田
御
検
地
改
帳
」（「
樫
曲
区
有
文
書
」
前
掲
註
（
５
）
収
載
）、
お
よ
び
「
樫

曲
村
年
代
記
」（「
高
木
藤
太
夫
家
文
書
」
前
掲
註
（
２
）
収
載
）
に
詳
し
い
。

（
11
）
前
掲
註
（
５
）
で
は
、
安
政
五
年
の
免
定
を
事
例
に
、
外
高
の
検
地
年
を
、「
縄
之
外

戌
改
田
」を
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）、「
池
見
新
田
卯
改
」を
安
政
二
年（
一
八
五
五
）、「
巳

改
開
畑
」
を
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）、池
見
新
田
之
内
午
改
」
を
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

に
比
定
し
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。




